
大
　
正
　
期
　
の

~1

選

挙

事

務

本
稿
で
は
、
大
正
期
の
町
村
事
務
の
な
か
で
各
種
の
選
挙
に
関
す
る
法
令
や

事
務
作
業
に
つ
い
て
整
理
を
行
う
。

明
治
三
二
年
の
市
制

・
町
村
制
施
行
以
後
、
国
政
選
挙
以
外
の
選
挙
規
定
は

府
県
制

ｏ
郡
制
、
市
町
村
制
に
そ
れ
ぞ
れ
規
定
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
各
選
挙

に
つ
い
て
の
基
本
的
な
規
則
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き
た
い
。

一　
市
制

・
町
村
制

最
初
の
市
制

・
町
村
制
は
明
治
二

一
年
四
月
に
公
布
さ
れ
た
。
こ
の
法
律
に

よ
っ
て
、
従
来
の
区
町
村
会
法
は
廃
止
さ
れ
、
市
制

・
町
村
制
に
選
挙
に
関
す

る
詳
細
な
規
定
が
定
め
ら
れ
た
。

選
挙
人
お
よ
び
被
選
挙
人
の
資
格
は
、
市
町
村
公
民
に
認
め
ら
れ
た
。
す
な

わ
ち
満
二
十
五
歳
以
上
の
男
子
で

一
戸
を
構
え
、
二
年
以
来
市
町
村
の
住
民
と

な
り
、
地
租
又
は
直
接
国
税
二
円
以
上
を
納
め
る
者
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、

市
町
村
公
民
は
名
誉
職
を
担
任
す
る
義
務
が
あ
る
と
さ
れ
た
。

選
挙
自
体
で
は
、
市
町
村
会
議
員
に
つ
い
て
等
級
選
挙
を
導
入
し
た
こ
と
が

最
大
の
特
徴
で
あ

っ
た
。
す
な
わ
ち
各
選
挙
人
の
納
め
る
直
接
市
税
の
納
税
額

の
多
い
者
か
ら
市
で
は

一
・
二

・
三
級
選
挙
人
を
、
町
村
で
は

一
・
二
級
選
挙

人
を
置
い
た
。
こ
の
等
級
選
挙
制
は
、
広
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
市
町
村
に

お
け
る
地
方
名
望
家
支
配
体
制
の
構
築
の
た
め
の
有
力
な
手
段
と
し
て
設
置
さ

れ
た
。
議
員
は
、
名
誉
職
と
さ
れ
無
給
で
あ

っ
た
。
任
期
は
六
年
、
三
年
毎
に

各
級
と
も
半
数
が
改
選
さ
れ
た
。
選
挙
人
名
簿
は
選
挙
ご
と
に
調
製
す
る
随
時

作
成
型
で
あ

っ
た
。
選
挙
は
三

・
二

・
一
級
の
順
に
実
施
さ
れ
た
。
投
票
は
連

記
無
記
名
投
票
。
当
選
人
に
つ
い
て
は
、
立
候
補
制
度
は
採
ら
ず
、
有
効
投
票

の
多
数
を
得
た
者
を
当
選
と
し
た
。
理
由
な
く
議
員
を
辞
退
す
る
こ
と
は
認
め

L_

大

湖

賢

一

ら
れ
ず
、
場
合
に
よ
っ
て
は
公
民
権
停
止
、
市
町
村
税
増
課
と
い
う
処
置
も
あ

り
え
た
。
選
挙
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
長
ま
た
は
そ
の
代
理
人
が
選
挙
掛
長
と

な
っ
て
管
理
を
し
た
。
ま
た
、
市
長
は
内
務
大
臣
の
選
任
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た

が
、
町
村
長
は
町
村
会
で
選
挙
し
、
そ
の
後
府
県
知
事
の
認
可
が
必
要
で
あ
っ

た
。こ

の
市
制

ｏ
町
村
制
は
、
明
治
四
四
年
四
月
に
改
正
さ
れ
た
。
こ
の
改
正
の

主
眼
は
、
市
町
村
長
権
限
、
国
か
ら
市
町
村
へ
の
委
任
事
務
規
定
、
市
町
村
長

に
対
す
る
内
務
省
な
ど
監
督
官
庁
の
監
督
権
そ
れ
ぞ
れ
の
拡
大
、
強
化
と
さ
れ

て
い
る
Ｔ
）ｏ

選
挙
に
つ
い
て
も
、　
い
く
つ
か
の
改
正
が
行
わ
れ
た
。
ま
ず
議
員
の
任
期
は

四
年
で
、
全
数
改
選
制
に
な

っ
た
。
以
前
の
規
定
は
、
半
数
改
選
に
よ

っ
て
経

験
の
あ
る
議
員
を
常
に
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
が
、
実
際
に
は
議

員
が
全
て
改
選
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
え
ず
半
数
改
選
の
意
味
は
さ
ほ
ど
な
い
と

判
断
さ
れ
た
（２
）。
ま
た
、
選
挙
名
簿
に
つ
い
て
は
従
来
の
随
時
作
成
型
に
加
え

て
、
原
則
と
し
て
確
定
し
た
日
か
ら

一
年
以
内
に
行
わ
れ
る
選
挙
に
用
い
ら
れ

る
よ
う
に
し
た
。
投
票
は
単
記
投
票
制
と
な

っ
た
。
当
選
人
に
つ
い
て
は
、
有

効
投
票
の
多
数
を
得
た
者
を
当
選
人
と
し
て
い
た
の
を
、
衆
議
院
議
員
選
挙
法

を
参
考
に
し
て
法
定
有
効
得
票
数
を
得
な
い
場
合
は
当
選
が
無
効
に
な
る
こ
と

に
な

っ
た
。

大
正

一
〇
年
四
月
、
市
制

・
町
村
制
は
再
び
改
正
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
大
正

八
年
の
衆
議
院
議
員
選
挙
法
改
正
に
と
も
な
い
公
民
権
の
拡
充
が
主
な
ね
ら
い

だ
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
市
町
村
公
民
の
資
格
要
件
の
な
か
の
納
税
要
件
を
、

二
年
以
来
そ
の
市
町
村
の
直
接
市
町
村
税
を
納
め
る
者
で
あ
れ
ば
よ
い
と
し

た
。
こ
の
結
果
、
市
町
村
会
議
員
選
挙
の
有
権
者
は
五
〇
〇
万
人
か
ら
七
五
二

万
人
に
増
加
し
た
。
選
挙
に
つ
い
て
は
、
等
級
選
挙
制
の
改
正
が
行
わ
れ
た
。
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す
な
わ
ち
、
市
議
会
議
員
に
つ
い
て
は
三
級
制
か
ら
二
級
制
に
変
更
さ
れ
、
町

村
会
議
員
の
等
級
選
挙
は
原
則
と
し
て
廃
止
さ
れ
た
。
こ
れ
は
大
正
期
の
米
騒

動

・
普
選
獲
得
運
動
の
政
治
的
危
機
を
収
束
す
る
た
め
に
行
わ
れ
た
が
、
市
に

つ
い
て
は
原
敬
首
相
が
都
市
民
衆
の
動
向
を
お
そ
れ
等
級
選
挙
の
全
廃
に
反
対

し
た
と
い
う
（３
）Ｏ

大
正

一
五
年
に
普
通
選
挙
法
が
制
定
さ
れ
、
そ
の
た
め
同
年
に
市
制

・
町
村

制
も
必
要
な
箇
所
が
改
正
さ
れ
た
。
選
挙
に
関
す
る
規
定
で
は
、
選
挙
人

・
被

選
挙
人
は
、
二
十
五
歳
以
上
の
男
子
、
二
年
以
来
市
町
村
住
民
で
あ
る
者
と
さ

れ
た
。
市
会
議
員
の
等
級
選
挙
は
廃
止
さ
れ
た
。
ま
た
、
選
挙
名
簿
に
つ
い
て

は
、
随
時
作
成
す
る
も
の
か
ら
市
町
村
長
が
毎
年
九
月

一
五
日
現
在
で
調
製
し
、

一
二
月
二
五
日
か
ら

一
年
間
有
効
と
し
た
。
候
補
者
に
つ
い
て
は
、
同
年
に
改

正
さ
れ
た
府
県
制
の
府
県
会
議
員
の
選
挙
と
同
様
に
、
立
候
補
制
度
、
供
託
金

制
度
、
選
挙
運
動
と
費
用
の
制
限
が
決
め
ら
れ
た
。

二
　
府
県
制

ｏ
郡
制

明
治
三
二
年
二
月
、
衆
議
院
議
員
選
挙
法
の
制
定
に
合
わ
せ
て
、
府
県
会
議

員
選
挙
規
則
が
制
定
さ
れ
た
。

こ
の
法
律
で
は
、
選
挙
の
規
則
の
み
が
決
め
ら
れ
た
。
選
挙
人
名
簿
は
、
戸

長
が
毎
年
九
月

一
五
日
現
在
で
調
査
し
、
郡
長
又
は
区
長
が
名
簿
を
調
製
し
た
。

投
票
は
連
記
記
名
投
票
制
、
投
票
及
び
開
票
は
郡
区
長
が
選
挙
会
長
と
な
り
選

挙
会
場
を
管
理
す
る
も
の
と
し
た
。
当
選
人
は
、
多
数
を
獲
得
し
た
者
が
当
選

し
、
立
候
補
制
は
採
ら
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
翌
明
治
二
三
年
に
府
県
制

・
郡
制
が
制
定
さ
れ
、
選
挙
関
係
の
規

則
も
あ
ら
た
め
て
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

府
県
会
規
則
以
来
の
直
接
選
挙
制
は
廃
止
さ
れ
、
府
県
会
議
員
は
複
選
制
で

選
ば
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
市
で
は
市
会
及
び
市
参
事
会
、
郡
で

は
郡
会
及
び
郡
参
事
会
が
会
同
し
、
市
長
及
び
郡
長
を
会
長
と
し
て
連
記
無
記

名
投
票
を
行

っ
て
選
挙
す
る
。
被
選
挙
人
の
資
格
は
、
そ
の
府
県
内
の
市
町
村

の
公
民
中
選
挙
権
を
有
し
、
そ
の
府
県
内
に
お
い
て

一
年
以
来
直
接
国
税

一
〇

円
以
上
を
納
め
る
者
と
し
た
。
当
選
人
は
、
有
効
投
票
の
多
数
を
得
た
者
を
当

選
と
し
た
。
議
員
は
名
誉
職
で
あ
り
、
任
期
は
四
年
、
二
年
毎
に
半
数
改
選
を

行
う
こ
と
に
な

っ
た
。

明
治
二
三
年
に
府
県
制
と
同
時
に
郡
制
が
制
定
さ
れ
た
。
郡
制
で
は
、
府
県

会
議
員
選
挙
と
同
様
に
複
選
制
を
採
り
、
他
に
大
地
主
に
対
す
る
特
権
を
認
め

た
等
級
選
挙
を
行

っ
た
。

郡
会
議
員
は
、
町
村
の
議
員
及
び
郡
内
の
大
地
主
の
選
挙
す
る
議
員

（互
選

で
選
ぶ
）
を
も

っ
て
選
挙
さ
れ
た
。
定
数
は
、
町
村
の
議
員
は
各
町
村
ご
と
に

一
人
を
原
則
と
し
、
大
地
主
が
選
挙
す
る
郡
会
議
員
は
、
町
村
に
お
い
て
選
挙

す
る
郡
会
議
員
の
定
数
の
三
分
の

一
と
し
た
。
ま
た
、
こ
こ
で
い
う
大
地
主
と

は
、
郡
内
に
お
い
て
町
村
税
が
賦
課
さ
れ
る
所
有
地
で
地
価

一
万
円
以
上
を
有

す
る
地
主
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
投
票
は
連
記
無
記
名
投
票
で
あ
り
、
有
効
得
票

の
多
い
者
が
当
選
と
な

っ
た
。
郡
会
議
員
は
名
誉
職
で
あ
り
、
町
村
選
挙
議
員

は
任
期
六
年
、
三
年
毎
に
半
数
改
選
、
大
地
主
選
挙
議
員
は
任
期
三
年
、
三
年

毎
に
全
数
改
選
さ
れ
た
。

明
治
三
二
年
二
月
に
府
県
制
は
全
面
改
正
さ
れ
た
。
こ
の
改
正
は
、
「複
選
制

と
大
地
主
互
選
制
を
廃
止
し
て
、
中
央
政
治
と
地
方

『自
治
』
と
く
に
市
町
村

『自
治
』
を
分
離
し
、
政
党
勢
力
の
地
方

へ
の
浸
透
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、

大
地
主
以
外
に
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
を
も
府
県

・
郡
の
政
治
に
参
加
」
さ
せ
る
点

に
あ
ら
た
（４
）ｏ

選
挙
は
複
選
制
か
ら
直
接
選
挙
に
変
更
に
な
り
、
選
挙
に
関
す
る
規
定
が
必

要
と
な

っ
た
。

選
挙
人
は
府
県
内
の
市
町
村
公
民
で
、
市
町
村
会
議
員
の
選
挙
権
を
有
し
か

つ
そ
の
府
県
内
に
お
い
て
直
接
国
税
年
額
三
円
以
上
を
納
め
る
者
で
あ
り
、
被

選
挙
人
は
、
選
挙
人
と
同
様
の
資
格
と
と
も
に
納
税
要
件
年
額

一
〇
円
以
上
の

者
で
あ

っ
た
。
任
期
は
四
年
で
全
数
改
選
。
ま
た
議
員
は
名
誉
職
で
あ

っ
た
。

選
挙
人
名
簿
は
、
明
治
三
二
年
の
府
県
会
議
員
選
挙
規
則
と
同
様
で
あ
り
、　
一

年
据
置
の
調
製
に
な

っ
た
。
投
票
所
は
原
則
と
し
て

一
市
町
村

一
ケ
所
で
あ
り
、

市
町
村
長
が
選
挙
事
務
を
管
理
し
た
。
開
票
は
選
挙
会
で
行
い
、
選
挙
長
は
郡

市
長
が
つ
と
め
た
。
当
選
人
は
立
候
補
制
は
採
ら
ず
、
有
効
投
票
を
多
数
得
た
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者
が
当
選
し
た
。

明
治
三
二
年
の
府
県
制
改
正
と
と
も
に
郡
制
も
改
正
さ
れ
た
。
こ
の
改
正
に

よ

っ
て
郡
制
で
も
複
選
制
お
よ
び
大
地
主
議
員
制
が
廃
止
と
な

っ
た
。
郡
会
議

員
の
選
挙
人
は
郡
内
の
町
村
公
民
で
町
村
会
議
員
の
選
挙
権
を
有
し
、
郡
内
に

お
い
て
直
接
国
税
三
円
以
上
を
納
め
る
者
で
あ

っ
た
。
被
選
挙
人
は
納
税
要
件

が
府
県
会
議
員
の
年
額

一
〇
円
で
は
な
く
年
額
五
円
以
上
と
な

っ
た
。
議
員
の

任
期
は
四
年
で
半
数
改
選
は
廃
止
さ
れ
た
。
選
挙
名
簿
は
、
府
県
制
と
は
異
な

り
選
挙
に
際
し
て
調
製
す
る
方
式
で
あ
り
、　
一
年
間
効
力
が
存
続
し
た
。
選
挙

は
、
府
県
会
議
員
選
挙
と
違
い
選
挙
会
と
投
票
所
の
区
別
は
な
く
、
選
挙
会
場

は
投
票
を
行
う
場
所
で
あ
り
投
票
を
審
査
す
る
場
所
で
あ

っ
た
。
町
村
長
は
選

挙
長
で
あ
り
、
同
時
に
投
票
事
務
を
管
理
す
る
者
と
な

っ
た
。

大
正
三
年
に
府
県
制
が
改
正
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
明
治
四
四
年
の
市
制

・
町

村
制
の
改
正
に
関
連
し
、
ま
た
合
わ
せ
て
従
来
の
不
備
を
是
正
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。
府
県
会
議
員
選
挙
に
つ
い
て
は
、
当
選
人
の
法
定
得
票
数
を
決
め
た
こ

と
が
大
き
な
改
正
点
だ

っ
た
。

そ
の
後
も
府
県
制
は
短
い
期
間
に
め
ま
ぐ
る
し
く
改
正
さ
れ
て
い
く
。
大
正

一
一
年
の
改
正
は
、
府
県
会
議
員
の
選
挙
権
及
び
被
選
挙
権
の
拡
張
に
主
な
ね

ら
い
が
あ

っ
た
。
府
県
会
議
員
の
選
挙
権
は
、
明
治
三
二
年
以
来

一
度
も
拡
張

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
だ
。
こ
の
改
正
に
よ

っ
て
、
直
接
国
税
の
納
税
額
の
制

限
が
撤
廃
さ
れ
、
そ
の
府
県
内
の
市
町
村
公
民
で

一
年
以
来
直
接
国
税
を
納
め

て
い
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な

っ
た
。

ま
た
、
大
正

一
五
年
に
は
衆
議
院
議
員
の
普
通
選
挙
法
の
実
施
に
と
も
な

っ

て
府
県
制
も
改
正
さ
れ
た
。
選
挙
権

・
被
選
挙
権
は
府
県
内
の
市
町
村
公
民
で

あ
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
り
、
直
接
国
税
納
税
要
件
は
廃
止
さ
れ
た
。
選
挙
名
簿

は
市
町
村
会
議
員
選
挙
名
簿
に
統

一
さ
れ
、
市
町
村
が
種
類
の
異
な

っ
た
名
簿

を
作
る
必
要
は
な
く
な

っ
た
。
候
補
者
に
つ
い
て
は
、
立
候
補
制
度
と
供
託
金

制
度

（三
百
円
）
を
採
用
し
た
。

以
上
の
よ
う
な
法
律
の
変
遷
の
も
と
、
具
体
的
な
選
挙
作
業
が
町
村
に
お
い

て
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
た
の
か
、
い
ま
だ
不
明
な
点
が
多
い
。
例
え
ば
、

大
正
期
の
神
奈
川
県
藤
沢
町
で
ど
の
よ
う
な
選
挙
が
行
わ
れ
て
い
た
の
か
見
て

み
よ
う
。

大
正
　
四
年
　
　
衆
議
院
議
員
定
期
改
選
、
県
会
議
員
定
期
改
選
、
郡
会

議
員
定
期
改
選
、
役
場
庁
舎
新
築
臨
時
委
員
、
土
木

・

衛
生

・
勧
業
常
設
委
員
増
設
、
議
案
調
査
委
員
、
出
納

臨
時
検
査
立
会
人
、
営
業
税
調
査
委
員

五
年
　
　
町
長
、
助
役
、
郡
会
議
員
補
欠
、
果
樹
園
芸
組
合
会
議

員
、
庁
舎
建
築
臨
時
委
員
、
出
納
臨
時
検
査
立
会
委
員
、

学
務
委
員
補
欠
、
議
案
調
査
委
員

六
年
　
　
衆
議
院
議
員
、
学
務
委
員
、
三
校
舎
家
根
瓦
葺
替
臨
時

委
員
、
納
税
奨
励
規
定
に
よ
る
抽
選
立
会
人
、
出
納
臨

時
立
会
人
、
伝
染
病
隔
離
病
舎
敷
地
選
定
臨
時
委
員

一
〇
年
　
　
藤
沢
税
務
署
管
内
所
得
調
査
委
員
、
家
屋
税
賦
課
方
法

調
査
臨
時
委
員
（５
）

こ
の
よ
う
に
町
村
で
は
、
国
政

・
地
方
選
挙

（県
会

・
郡
会

・
町
村
会
）
の

他
に
町
村
レ
ベ
ル
の
各
種
委
員
の
選
挙
が
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
全

体
像
は
な
お
明
ら
か
で
は
な
い
。
今
後
の
調
査

・
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

（１
）

山
中
永
之
佑

「
日
本
近
代
国
家
の
成
立
と
地
方
自
治
」
（『近
代
日
本

地
方
自
治
立
法
資
料
集
成
』
第
二
巻
）
四

一
ペ
ー
ジ
。

地
方
自
治
百
年
史
編
纂
委
員
会

『地
方
自
治
百
年
史
』
第

一
巻
、　
一

九
九
二
年
、
四
四

一
ペ
ー
ジ
。

山
中
永
之
佑

「普
選
・治
安
維
持
法
体
制
の
形
成
と
地
方
自
治
」
（『近

代
日
本
地
方
自
治
立
法
資
料
集
成
』
第
四
巻
）

一
二
ペ
ー
ジ
。

前
掲

「
日
本
近
代
国
家
の
成
立
と
地
方
自
治
」

一
二
ペ
ー
ジ
。

「藤
沢
市
事
務
報
告
書
（２
）

大
正
編
」
（『藤
沢
市
史
料
集
』
（七
）

藤
沢
市
文
書
館
　
一
九
八
二
年
）

（２
）

（３
）

涯E
（４
）

（５
）
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